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山
の
恩
恵
に
感
謝
し
自
然
に
親
し
む

日
と
し
て
、
昨
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
祝

日
「
山
の
日
」。

　

み
な
か
み
の
シ
ン
ボ
ル
「
谷
川
岳
」

で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
と
銘
打
っ
て
、
谷

川
岳
エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

な
ら
び
に
群
馬
県
山
岳
団
体
連
絡
協
議

会
に
よ
り
、
次
の
五
つ
の
ツ
ア
ー
が
開

催
さ
れ
た
。

① 

谷
川
岳
初
心
者
向
天
神
尾
根
ツ
ア
ー

② 

三
大
急
登
西
黒
尾
根
ツ
ア
ー

③ 

谷
川
岳
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
自
然
観
察
会

　

ス
イ
ー
ツ
＆
カ

　

フ
ェ
付
ツ
ア
ー

④ 

国
境
稜
線
を
越

え
て
清
水
峠
弾

丸
ツ
ア
ー

⑤ 

大
岩
壁
一
ノ
倉

沢
を
目
指
そ
う

　

 

ラ
イ
ト
ト
レ
ッ

キ
ン
グ

　

心
配
さ
れ
た
天

候
も
、
夏
の
青
空

は
無
か
っ
た
も
の

の
、
一
日
を
と
お

し
暑
く
も
な
く
、

登
り
や
す
か
っ
た
と
の
声
が
参
加
者
か

ら
聞
か
れ
た
。

　

各
ツ
ア
ー
事
故
な
く
無
事
に
終
了
し

た
が
、
西
黒
尾
根
ツ
ア
ー
は
、
清
水
越

え
の
弾
丸
ツ
ア
ー
が
資
料
館
前
に
戻
っ

て
も
、
天
神
尾
根
を
下
山
中
と
の
こ
と

で
、
下
山
が
予
定
よ
り
遅
れ
、
待
機
し

て
い
る
本
部
関
係
者
の
心
配
を
募
ら
せ

た
。
理
由
は
、
参
加
者
の
中
に
体
力
不

足
の
人
が
い
て
、
全
体
が
遅
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
資
料

館
前
に
戻
っ
て
来
た
と
き
は
拍
手
で
迎

え
ら
れ
た
が
、
長
時
間
の
行
動
で
ガ
イ

ド
以
外
は
一
様
に
疲
れ
き
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
っ
た
。
次
回
募
集
す
る
際
、
例

え
ば
西
黒
尾
根
ツ
ア
ー
な
ら
、
一
時
間

に
標
高
差
で
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
登
れ
る

方
等
の
、
参
加
資
格
を
要
項
に
明
記
し

た
ほ
う
が
良
さ
そ
う
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

今
年
六
月
、
日
本
で
九
番
目
と
な
る

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
み
な
か
み
が

登
録
さ
れ
た
こ
と
も
、
今
回
の
山
の
日

イ
ベ
ン
ト
に
花
を
添
え
る
。
み
な
か
み

町
長
も
満
面
の
笑
み
で
、
人
と
自
然
が

支
え
合
い
ず
っ
と
続
い
て
い
く
地
域
に

し
た
い
と
力
を
込
め
る
。

　

我
々
登
山
者
側
と
し
て
も
山
の
恩
恵

に
感
謝
す
る
「
山
の
日
」
を
大
切
に

益
々
盛
ん
に
な
る
よ
う
継
続
し
て
活
動

し
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

〔
ツ
ア
ー
名
〕

　

谷
川
岳
山
頂
へ
の
第
一
歩

　

天
神
尾
根
登
山
ツ
ア
ー

〔
ル
ー
ト
〕

　

谷
川
岳
山
岳
資

料
館
～
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
～
天
神
尾

根
～
肩
ノ
小
屋
～

ト
マ
ノ
耳
（
往

復
）

　

当
日
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
登
山
、
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
、
自

然
観
察
会
な
ど
、

五
コ
ー
ス
が
用
意

さ
れ
た
が
、
ど
れ

も
参
加
費
は
谷
川

岳
の
標
高
に
ち
な
み
一
九
七
七
円
（
こ

の
ツ
ア
ー
で
は
、
さ
ら
に
往
復
の
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
代
）
で
あ
る
。

　

ガ
イ
ド
は
午
前
六
時
、
山
岳
資
料
館

に
集
合
。
担
当
は
山
岳
団
体
連
絡
協
議

会
で
、
岳
連
か
ら
高
橋
守
男
、
対
比
地

昇
、
星
野
俊
充
、
角
田
二
三
男
、
群
大

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
部
か
ら
小
野
沢

清
楓
、
児
玉
涼
太
、
労
山
か
ら
椛
沢
初

男
、
島
田
恭
二
、
日
本
山
岳
会
群
馬
支

部
か
ら
田
中
規
王
、
黛
利
信
の
一
〇
名

が
参
加
し
た
。

　

一
般
参
加
者
は
七
時
、
同
じ
く
山
岳

資
料
館
に
集
合
。
募
集
定
員
は
六
〇
名

（
小
学
三
年
生
以
上
）
の
と
こ
ろ
申
込

人
数
は
二
三
名
、
欠
席
者
も
あ
り
参
加

者
は
二
〇
名
程
度
と
な
り
、
町
の
担
当

二
〇
一
七
年
山
の
日
イ
ベ
ン
ト
in
谷
川
岳

群
馬
岳
連
副
会
長
　
吉

田

直

人

山
の
日
　
天
神
尾
根
ツ
ア
ー
報
告

群
馬
岳
連
副
会
長
　
角
　
田
　
二
三
男
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沢
の
各
出
合
い
を
経
由
し
て
資

料
館
に
戻
る
。
二
班
は
そ
の
逆

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
道
沿
い
は
、
群
馬
県
立
女

子
大
学
名
誉
教
授
の
斉
藤
晋
先

生
（
日
本
山
岳
会
）
が
植
物
等

の
生
態
系
の
話
を
さ
れ
、
旧
道

沿
い
は
、
北
原
が
谷
川
岳
の
成

因
や
構
成
す
る
岩
石
の
話
を
解

説
し
な
が
ら
の
自
然
観
察
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

新
道
入
口
に
は
、
絶
滅
危
惧

Ⅱ
類
に
指
定
さ
れ
る
湯
檜
曽
柳

が
観
察
さ
れ
、
湯
檜
曽
川
を
上

流
に
向
か
う
と
ミ
ズ
ナ
ラ
と
ブ

ナ
を
主
と
し
た
落
葉
樹
が
美
し

い
森
を
形
成
し
、
特
に
ブ
ナ
は

二
百
年
を
超
え
る
大
木
も
多
く
、

新
道
・
旧
道
共
に
す
ば
ら
し
い
自
然
を

構
成
し
て
い
ま
す
。
谷
川
岳
付
近
で
の

ブ
ナ
は
、
標
高
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以

上
に
植
生
し
、
そ
れ
以
下
は
イ
ヌ
ブ
ナ

と
ミ
ズ
ナ
ラ
が
多
く
育
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
落
葉
広
葉
樹
の
葉
量
は
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
三
ト
ン
と
言
わ
れ
、

秋
に
な
る
と
落
葉
樹
の
葉
っ
ぱ
は
、
葉

に
残
っ
た
栄
養
素
を
母
体
の
樹
木
に
返

し
、
葉
緑
素
が
分
解
す
る
こ
と
で
紅
や

黄
色
に
変
色
し
、
美
し
い
紅
葉
・
黄
葉

を
私
た
ち
に
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
し

て
落
葉
す
る
こ
と
で
腐
葉
土
と
化
し
、

土
壌
を
肥
や
し
て
い
く
わ
け
で
す
。
実

は
、
常
緑
樹
も
落
葉
し
、
や
は
り
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
当
り
三
ト
ン
位
だ
そ
う
で
す
。

マ
ツ
類
は
二
年
ご
と
に
二
分
の
一
が
、

ヒ
ノ
キ
類
は
四
年
ご
と
に
四
分
の
一
が

落
葉
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

谷
川
岳
の
地
質
は
大
き
く
分
類
す
る

と
二
種
類
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は

二
億
年
以
上
も
前
に
形
成
さ
れ
た
岩
石

と
二
百
七
十
万
年
前
に
形
成
さ
れ
た
二

種
類
で
す
。

　

現
在
の
地
形
に
な
る
前
は
、
南
の
海

で
岩
砕
が
堆
積
し
な
が
ら
海
洋
プ
レ
ー

ト
で
運
ば
れ
て
現
在
の
場
所
に
堆
積
岩

と
し
て
形
成
さ
れ
、
そ
の
後
に
マ
グ
マ

溜
り
か
ら
火
成
岩
が
噴
出
し
、
堆
積
岩

を
押
し
上
げ
谷
川
連
山
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
谷
川
岳
の
大

部
分
が
二
百
七
十
万
年
前
に
噴
出
し
て

き
た
白
色
の
花
崗
岩
類
で
構
成
さ
れ
、

頂
上
や
稜
線
部
に
古
い
堆
積
岩
が
接
触

変
成
作
用
を
受
け
た
変
成
岩
（
結
晶
片

岩
）
や
超
塩
基
性
の
古
い
火
成
岩
で
あ

る
蛇
紋
岩
が
存
在
す
る
訳
で
す
。
幽
の

沢
や
一
ノ
倉
沢
出
合
い
に
あ
る
白
い
岩

石
が
新
し
い
花
崗
岩
類
で
黒
や
緑
、
あ

る
い
は
ピ
ン
ク
色
が
脈
状
に
入
っ
て
い

る
の
が
古
い
変
成
岩
類
や
蛇
紋
岩
で
す
。

　

谷
川
岳
は
地
形
学
的
に
も
面
白
い
山

で
、
過
去
に
氷
河
が
存
在
し
た
こ
と
も

立
証
さ
れ
、
西
黒
尾
根
の
氷
河
痕
や
一

の
倉
沢
に
は
モ
レ
ー
ン
も
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

谷
川
岳
は
、
八
百
人
以
上
の
遭
難
者

の
血
を
吸
っ
た
「
魔
の
山
」
と
不
名
誉

な
命
名
も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
近
く
て

良
き
山
」
と
言
っ
た
有
名
な
登
山
家
も

お
り
ま
す
。
ま
さ
し
く
自
然
豊
か
な
群

馬
県
を
代
表
す
る
山
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、「
ぐ
ん
ま
県
境
稜
線
ト
レ
イ

ル
」
の
コ
ー
ス
に
も
な
り
、
今
後
も
多

く
の
登
山
者
達
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

山
の
日
　
谷
川
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

自
然
観
察
会
報
告

＊
ふ
る
さ
と
の
山
に
登
ろ
う

日
本
山
岳
会
群
馬
支
部
長
　
北

原

秀

介

　

二
〇
一
七
年
八
月
十
一
日
、
二
回
目

の
山
の
日
を
迎
え
、
谷
川
岳
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
お
よ
び
群
馬
県
山

岳
団
体
連
絡
協
議
会
の
主
催
で
五
つ
の

イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
か
ら
担
当
い
た
し
ま
し
た
「
谷
川

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
自
然
観
察
会　

ス
イ
ー

ツ
＆
カ
フ
ェ
付
ツ
ア
ー
」
の
状
況
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

当
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
は
ふ
た
つ
あ
り
、

一
つ
は
植
性
や
地
質
に
関
す
る
自
然
観

察
。
二
つ
目
は
、
折
り
返
し
点
と
な
る

紅
芝
寮
で
提
供
さ
れ
る
水
上
町
産
ス

イ
ー
ツ
と
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
こ
と
で

す
。
後
者
の
目
的
を
期
待
し
て
か
、
参

加
者
は
圧
倒
的
に
女
性
が
多
く
、
天
候

に
不
安
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
四
名
の

キ
ャ
ン
セ
ル
後
、
女
性
二
十
二
名
、
男

性
四
名
の
参
加
と
な
り
、
嬉
し
い
こ
と

に
昨
年
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
二
班
に
分
か
れ
、
一
班
は

谷
川
岳
山
岳
資
料
館
前
か
ら
湯
檜
曽
川

沿
い
の
新
道
を
紅
芝
寮
ま
で
歩
き
、
標

高
差
八
十
メ
ー
ト
ル
を
登
っ
て
旧
道
に

至
り
、
幽
の
沢
・
一
ノ
倉
沢
・
マ
チ
ガ

の
方
が
事
前
に
班
分
け
を
し
て
く
れ
て
、

各
班
に
二
、三
名
の
ガ
イ
ド
が
つ
い
た
。

　

朝
の
天
気
は
曇
り
で
、
と
く
に
午
後

に
は
雨
が
予
想
さ
れ
た
が
、
雨
天
決
行

と
い
う
こ
と
で
出
発
し
た
。
途
中
、
お

も
な
休
憩
場
所
で
本
部
へ
状
況
を
報
告

し
な
が
ら
行
動
し
た
。
道
中
は
お
も
に

曇
り
で
、一
時
薄
日
が
差
す
な
ど
し
て
、

小
雨
も
ぱ
ら
つ
く
こ
と
も
あ
っ
た
が
大

し
て
降
ら
れ
ず
に
済
ん
で
よ
か
っ
た
。

　

季
節
的
に
花
の
種
類
は
少
な
か
っ
た

が
、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
な
ど
咲
き
残
り
が

少
し
見
ら
れ
た
。

　

募
集
で
は
こ
の
コ
ー
ス
の
グ
レ
ー
ド

は
初
級
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
一

部
の
参
加
者
に
は
き
つ
く
、
と
く
に
下

山
に
時
間
を
要
し
た
。
予
定
し
た
解
散

時
刻
は
午
後
三
時
の
と
こ
ろ
、
最
終
の

班
は
帰
着
が
四
時
半
と
な
っ
た
が
、
全

員
怪
我
も
な
く
無
事
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
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群
馬
県
高
体
連
登
山
専
門
部

委
員
長
　
八

木

茂

之

寒
冷
積
雪
地
基
礎
訓
練

高
体
連
登
山
専
門
部
講
習
会

　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日
に
栃

木
県
那
須
・
茶
臼
岳
で
発
生
し
た
雪
崩

事
故
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
栃
木
県
高

体
連
登
山
専
門
部
の
生
徒
・
顧
問
の

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
残
さ
れ
た
ご
家
族
の
方
々
に
衷
心

よ
り
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
事
故
と
同
じ
時
期
に
、
本
県
で

は
生
徒
対
象
の
講
習
会
を
嬬
恋
村
に
て

実
施
し
ま
し
た
。
四
十
年
以
上
に
わ
た

り
尾
瀬
冨
士
見
峠
周
辺
で
実
施
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
冨
士
見
小
屋
の
営
業
が

終
了
し
た
た
め
、
会
場
を
パ
ル
コ
ー
ル

嬬
恋
ス
キ
ー
場
周
辺
に
移
し
、
東
海
大

学
嬬
恋
高
原
研
修
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と

し
て
行
う
初
め
て
の
講
習
会
と
な
り
ま

し
た
。
以
下
に
行
動
の
様
子
を
報
告
し

ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

（
部
報
原
稿
か
ら
抜
粋
）

一
日
目

　

ス
キ
ー
場
の
駐
車
場
に
集
合
し
講
習

を
開
始
。
初
め
て
の
土
地
で
距

離
感
が
つ
か
め
ず
、
集
合
時
間

に
間
に
合
わ
な
い
学
校
も
数
校

見
ら
れ
た
。
開
会
式
後
、
主
に

野
地
平
方
面
で
初
心
者
講
習
。

南
岸
低
気
圧
の
通
過
で
湿
っ
た

雪
が
降
る
中
、
ツ
ボ
足
や
ワ
カ

ン
で
の
歩
行
を
確
認
す
る
。
ワ

カ
ン
が
外
れ
る
生
徒
が
多
く
、

も
う
少
し
慣
れ
が
必
要
な
状
況

で
あ
っ
た
。

　

炊
事
は
屋
外
駐
車
場
で
行
う
。

幸
い
な
こ
と
に
全
て
の
参
加
校

が
横
長
の
駐
車
場
屋
根
下
に
入

り
、
雪
が
降
る
中
炊
事
を
行
っ
た
。
食

事
後
は
全
体
講
習
。
尾
瀬
で
の
リ
ー

ダ
ー
講
習
会
を
写
真
で
紹
介
し
、
そ
の

後
服
装
や
雪
山
の
基
本
装
備
、
危
険
性

に
つ
い
て
講
習
し
た
。

二
日
目

　

前
日
か
ら
の
雪
が
続
き
、

季
節
外
れ
の
積
雪
の
中
で
登

山
講
習
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

コ
ー
ス
の
内
訳
は
、
野
地
平

経
由
で
浦
倉
山
を
目
指
す
班

が
三
班
。
ゲ
レ
ン
デ
南
側
の

尾
根
で
稜
線
を
目
指
す
班
が

三
班
。
宇
田
沢
を
渡
り
、
一

九
〇
〇
ｍ
付
近
を
目
指
す
班

が
一
班
。
天
候
は
朝
方
ま
で

南
岸
低
気
圧
で
重
い
雪
が

降
っ
た
後
、
徐
々
に
冬
型
に
変
わ
り
、

濡
れ
た
体
が
強
風
で
冷
や
さ
れ
る
厳
し

い
条
件
に
な
っ
た
が
、
ど
の
班
も
ほ
ぼ

予
定
通
り
の
行
程
を
こ
な
し
、
15
時
ま

で
に
帰
館
し
た
。
気
温
は
お
昼
に
ゴ
ン

ド
ラ
終
点
駅
で
確
認
し
、
マ
イ
ナ
ス

8
℃
。
強
風
と
相
ま
っ
て
、
生
徒
は
か

な
り
寒
く
感
じ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
樹
林

帯
の
多
い
尾
瀬
で
は
な
か
な
か
経
験
し

な
い
風
で
あ
り
、
う
ま
く
防
寒
着
が
着

ら
れ
な
い
生
徒
も
い
た
よ
う
だ
。

　

帰
館
後
、
栃
木
で
の
雪
崩
事
故
を
知

ら
さ
れ
る
。
事
態
が
刻
々
と
深
刻
化
す

る
中
、
夕
食
後
は
桐
生
高
校
山
田
先
生

を
講
師
に
迎
え
、
救
急
ソ
リ
講
習
を
行

う
。ツ
ェ
ル
ト
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
、

ス
リ
ン
グ
を
使
っ
て
要
救
助
者
を
包
み

込
み
搬
送
す
る
方
法
で
、
桐
生
高
校
の

生
徒
が
模
範
を
見
せ
た
後
、
約
40
分
間

班
別
で
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。

　

夜
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
中
止
し
、

参
加
校
紹
介
に
変
更
し
た
。

三
日
目

　

荷
物
を
客
室
に
デ
ポ
し
、
清
掃
完
了

後
に
講
習
開
始
。
三
日
目
に
な
り
、
生

徒
の
動
き
も
良
い
。
石
樋
の
滝
経
由
で

ゲ
レ
ン
デ
に
出
た
あ
と
、
広
い
平
坦
な

ス
ペ
ー
ス
で
ソ
リ
を
作
る
。
昨
日
の
講

習
の
成
果
で
、
各
班
共
に
搬
送
に
耐
え

る
ソ
リ
が
作
れ
て
い
た
。
イ
ン
ク
ノ
ッ

ト
、
エ
イ
ト
ノ
ッ
ト
等
の
基
本
的
な

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
山
中
で
の
行
動
で

様
々
な
活
用
法
が
考
え
ら
れ
る
。
ぜ
ひ

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
も
の
で

搬送訓練

斜面での雪洞掘り

浦倉山山頂

野地平にて
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二
〇
一
六
年
四
月
十
四
日
に
、
群
馬

県
山
岳
連
盟
と
群
馬
県
勤
労
者
山
岳
連

盟
、
日
本
山
岳
会
群
馬
支
部
の
三
団
体

が
集
ま
っ
て
群
馬
県
山
岳
団
体
連
絡
協

議
会
が
発
足
し
た
。
各
団
体
と
も
上
部

団
体
に
全
国
組
織
を
持
つ
団
体
で
あ
る
。

平
成
登
山
ブ
ー
ム
と
い
わ
れ
る
昨
今
、

登
山
者
は
増
え
て
も
山
岳
会
や
同
人
な

ど
に
入
っ
て
い
る
組
織
登
山
者
は
減
少

し
つ
つ
あ
る
。
減
少
に
伴
い
当
然
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
。

　

安
価
で
何
の
不
安
も
な
い
ツ
ア
ー
登

山
の
参
加
者
は
増
え
、
こ
れ
に
飽
き
た

多
く
の
登
山
者
は
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
得

て
コ
ー
ス
を
選
び
出
か
け
て
い
る
。
ヤ

マ
レ
コ
や
ヤ
マ
ッ
プ
の
利
用
者
が
爆
発

的
に
増
え
て
い
る
わ
け
だ
。
さ
ら
に
上

を
目
指
す
に
は
山
岳
ガ
イ
ド
が
し
っ
か

り
案
内
し
て
く
れ
る
。
目
標
が
は
っ
き

り
し
て
い
れ
ば
山
岳
会
な
ん
て
入
る
必

要
が
無
い
の
だ
。「
私
エ
ベ
レ
ス
ト
に

絶
対
に
登
る
」
と
目
標
を
立
て
れ
ば
、

お
金
と
三
年
あ
れ
ば
世
界
の
ト
ッ
プ
に

登
れ
て
し
ま
う
ご
時
世
な
の
で
あ
る
。

　

先
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
遭
難
ニ
ュ
ー
ス
で
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
は
「
し
っ
か
り
し
た
ガ
イ

ド
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
」

と
言
っ
て
い
た
。少
し
前
ま
で
は
「
し
っ

か
り
し
た
リ
ー
ダ
ー
」だ
っ
た
の
だ
が
。

　

そ
う
は
言
っ
て
も
近
代
登
山
を
方
法

か
ら
マ
ナ
ー
ま
で
牽
引
し
て
き
た
三
団

体
な
の
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
で
成
功
ば
か

り
の
報
告
や
、
営
利
目
的
の
登
山
に
惑

わ
さ
れ
る
事
無
く
、
登
山
者
の
た
め
に

群
馬
の
登
山
環
境
を
考
え
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
群
馬
で
山
の
事
は
、

群
馬
県
山
岳
団
体
連
絡
協
議
会
に
訊
け

と
い
う
存
在
に
な
る
よ
う
す
す
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

発
足
す
ぐ
に
群
馬
山
の
グ
レ
ー
デ
ィ

ン
グ
と
稜
線
ト
レ
イ
ル
が
始
ま
っ
た
。

グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
山
岳
連
盟
で
一
年

以
上
県
に
働
き
か
け
た
が
、
最
終
的
に

は
沼
田
山
岳
会
の
金
井
康
夫
会
長
の
働

き
か
け
で
よ
う
や
く
実
現
し
た
と
言
っ

て
い
い
。
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
全
国
で

群
馬
県
山
岳
連
盟
理
事
長
　
佐

藤

光

由

群
馬
県
山
岳
団
体
連
絡
協
議
会
の
活
動

六
番
目
だ
。
三
団
体
か
ら
実
行
委
員
を

出
し
て
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。

評
価
の
一
致
が
無
く
、
バ
ラ
バ
ラ
で

あ
っ
た
グ
レ
ー
ド
は
委
員
が
集
ま
っ
て

協
議
の
上
決
定
し
た
。
発
表
は
紙
面
で

は
な
く
ネ
ッ
ト
で
と
い
う
県
の
意
向
で

あ
っ
た
が
、
二
〇
一
六
年
の
群
馬
山

フ
ェ
ス
タ
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
っ
た
。

稜
線
ト
レ
イ
ル
効
果
も
あ
り
二
〇
一
七

年
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
っ
た
。
遭
難

対
策
の
一
助
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ

だ
が
効
果
は
ゆ
っ
く
り
だ
ろ
う
。
登
山

者
の
指
針
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
山
と
ル
ー
ト
を
増
や
し
た
い
と

こ
ろ
だ
が
、
こ
れ
も
今
後
県
と
の
交
渉

と
な
る
。

　

追
随
し
て
栃
木
県
が
今
年
グ
レ
ー

デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。
埼
玉
も
考
え
て

い
る
ら
し
い
。
栃
木
の
グ
レ
ー
デ
ィ
ン

グ
を
見
る
と
行
っ
て
み
よ
う
か
な
と
い

う
気
持
ち
に
な
る
。
良
い
効
果
が
あ
る

の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
「
ぐ
ん
ま
県
境
稜
線
ト
レ
イ
ル
」
は

今
年
の
山
の
日
に
正
式
な
名
称
と
し
て

出
発
し
た
。
知
事
が
力
を
入
れ
て
い
る

企
画
で
あ
る
。
三
坂
峠
か
ら
白
砂
山
ま

で
の
未
開
通
区
間
の
測
量
道
は
つ
な

が
っ
た
と
い
う
話
だ
。
こ
の
調
査
を
協

議
会
が
請
け
負
っ
た
。
山
域
を
三
つ
に

分
け
岳
連
は
谷
川
岳
の
稜
線
と
エ
ス

ケ
ー
プ
ル
ー
ト
、
付
近
の
お
勧
め
ル
ー

ト
の
調
査
を
行
っ
た
。
労
山
は
野
反
湖

か
ら
渋
峠
ま
で
。
日
本
山
岳
会
は
渋
峠

か
ら
四
阿
山
ま
で
を
行
っ
た
。
来
年
の

山
の
日
に
は
開
通
と
な
る
。
未
開
通
区

間
の
山
小
屋
は
来
年
の
完
成
は
難
し
い

よ
う
だ
。
こ
れ
か
ら
の
群
馬
県
の
山
Ｐ

Ｒ
の
た
め
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

稜
線
ト
レ
イ
ル
が
始
ま
る
と
登
山
者

だ
け
で
は
な
く
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー

が
入
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

九
月
末
に
協
議
会
メ
ン
バ
ー
と
県
内
の

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
有
志
の
方
と
話
し

合
い
を
設
け
た
。
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
の
賛

否
は
別
に
し
て
、
群
馬
の
山
に
入
る
人

た
ち
が
気
持
ち
よ
く
山
を
楽
し
む
た
め

の
約
束
事
が
で
き
れ
ば
良
い
と
考
え
て

い
る
。
ラ
ン
ナ
ー
達
も
前
向
き
だ
。

　

登
山
ブ
ー
ム
と
い
わ
れ
て
い
る
現
在
。

登
山
を
気
持
ち
よ
く
で
き
る
よ
う
に
我
々

山
岳
団
体
が
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
す
る

時
期
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
皆

さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

＊
８
月
11
日
は
「
山
の
日
」
で
す

あ
る
。

　

11
時
に
は
宿
舎
に
帰
館
し
、閉
会
式
。

雪
崩
事
故
の
犠
牲
者
に
黙
祷
を
捧
げ
、

四
十
四
回
目
の
講
習
を
締
め
く
く
っ

た
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

講
習
会
後
、
様
々
な
報
道
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
九
時
間
に
わ
た
る
訓
練

を
強
い
た
と
い
う
論
調
の
記
事
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
寒
冷
積
雪
地
に
お
け

る
基
礎
訓
練
計
画
書
の
審
査
会
に
つ
い

て
、「
全
て
を
一
回
の
会
議
で
審
査
し
、

下
見
し
た
の
は
講
習
会
の
み
だ
っ
た
」

と
い
う
記
事
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
確
か

に
正
式
な
事
前
調
査
は
講
習
会
の
み
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
各
顧
問
は
事
前
に

準
備
山
行
や
下
見
を
し
て
い
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
電
話
取
材
の
み
で
現

場
に
確
認
も
取
ら
な
い
上
で
の
記
述
も

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

平
成
二
十
九
年
度
に
ま
た
が
る
事
件

で
し
た
の
で
新
入
部
員
減
少
も
心
配
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
五
月
時
点
で
一

年
生
男
子
一
一
六
名
、
女
子
四
四
名
を

新
た
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
勢
で
は
男
子
三
三
〇
名
、
女
子
一
四

五
名
、
計
四
七
五
名
、
昨
年
比
マ
イ
ナ

ス
五
名
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
し
た
。
今
後

も
安
全
登
山
を
心
掛
け
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
山
と
親
し
む
仲
間
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
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群
馬
県
山
岳
連
盟
会
長
　
八
木
原
　
圀
　
明

田
中
壮
佶
さ
ん

　

鵬
翔
山
岳
会
上
越
支
部
の
田
中
壮
佶

さ
ん
が
平
成
二
十
九
年
九
月
四
日
に
亡

く
な
っ
た
。
胃
ガ
ン
で
、
発
見
さ
れ
た

時
に
は
も
う
難
し
い
時
期
だ
っ
た
と
い

う
。
一
九
四
〇(

昭
和
十
五)

年
八
月

生
ま
れ
の
七
十
七
歳
だ
っ
た
。
私
共
が

ガ
ン
を
ご
本
人
か
ら
聞
か
さ
れ
た
の
は

五
～
六
月
前
の
春
先
で
あ
る
。

　
「
覚
悟
の
人
だ
っ
た
」
と
元
県
高
体

連
登
山
委
員
長
の
東
善
寺
住
職
村
上
泰

賢
さ
ん
は
言
う
。
東
善
寺
へ
奥
さ
ん
と

赴
い
た
の
は
二
月
頃
だ
っ
た
と
い
う
か

ら
発
見
直
後
の
よ
う
で
あ
る
。「
私
は

生
き
る
覚
悟
を
し
た
」
と
言
い
、「
宏
岳

院
医
燈
壮
光
居
士
」
の
戒
名
を
付
け
て

も
ら
い
、
葬
儀
の
相
談
ま
で
し
た
と
い
う
。

　

亡
く
な
る
数
日
前
の
九
月
一
日
に
は

「
山
の
空
気
が
吸
い
た
い
」
と
言
っ
て

赤
城
山
へ
行
き
、
車
か
ら
は
降
り
な

か
っ
た
が
冷
気
を
吸
っ
て
帰
っ
て
来
た

と
い
う
。
前
橋
生
ま
れ
の
山
好
き
と
し

て
は
赤
城
山
が
「
近
く
て
良
い
山
、
ふ

る
さ
と
の
山
」
だ
っ
た
ろ
う
し
赤
城
に

別
れ
を
告
げ
て
来
た
の
か
。

　

私
は
今
か
ら
五
〇
年
も
昔
、
五
月
の

連
休
に
八
个
岳
の
全
山
縦
走
を
し
て
前

橋
駅
へ
着
き
バ
ス
を
待
っ
て
い
る
時
、

特
大
の
キ
ス
リ
ン
グ
を
背
負
っ
て
自
転

車
で
帰
る
田
中
さ
ん
を
見
送
っ
た
の
を

覚
え
て
い
る
。
鵬
翔
山
岳
会
の
合
宿
帰

り
だ
っ
た
と
思
う
。

　

田
中
さ
ん
と
の
一
緒
の
山
は
群
馬
岳

連
の
一
九
七
二
年
春
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ⅳ

峰
だ
っ
た
。
田
中
さ
ん
は
七
一
年
に
都

岳
連
隊
で
マ
ナ
ス
ル
西
壁
を
経
験
し
て

い
て
、
我
が
隊
唯
一
人
の
八
〇
〇
〇
ｍ

峰
経
験
者
だ
っ
た
。
群
馬
初
の
鳴
り
物

入
り
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
も
松
井
高
重
郎
さ

ん
の
高
山
病
死
な
ど
で
登
山
は
失
敗
に

終
わ
っ
た
。
登
山
隊
の
報
告
書
に
は
田

中
ド
ク
タ
ー
に
よ
る
克
明
な
検
証
が
さ

れ
て
い
た
。

　

一
九
八
一
年
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ

で
両
足
に
凍
傷
を
負
い
、
帰
国
の
翌
日

に
長
野
の
佐
久
病
院
へ
行
く
と
、
な
ぜ

か
田
中
さ
ん
の
脳
外
科
病
棟
に
入
れ
ら

れ
る
。
わ
が
ま
ま
凍
傷
患
者
に
外
泊
許

可
を
出
し
、
田
中
さ
ん
宅
に
私
を
泊
め

て
、奥
さ
ん
の
手
料
理
で
一
杯
飲
ま
せ
、

ま
た
翌
朝
一
緒
に
病
院
へ
戻
る
。
他
の

患
者
が
羨
む
、
優
雅
な
外
泊
だ
っ
た
。

　

四
年
ほ
ど
前
、
日
本
山
岳
会
の
群
馬

支
部
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
、「
支
部

長
就
任
の
お
願
い
」
に
藤
岡
の
老
健
施

設
へ
行
く
。
渋
々
引
き
受
け
て
く
れ
た

が
、
条
件
は
「
八
木
原
君
が
事
務
局
長

を
や
る
な
ら
」
だ
っ
た
。
私
も
渋
々
引

き
受
け
て
支
部
は
無
事
に
ス
タ
ー
ト
し

た
。
施
設
長
室
に
は
マ
ナ
ス
ル
（
七
一

年
、
七
八
年
）
や
エ
ベ
レ
ス
ト
（
七
三

年
）な
ど
の
写
真
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
。

　

告
別
式
当
日
式
場
へ
入
る
と
自
ら
選

び
製
作
し
た
中
学
時
代
（
一
九
五
四
年
）

の
兄
弟
四
人
で
の
「
初
め
て
の
谷
川
岳

登
山
」
か
ら
始
ま
り
、
前
高
山
岳
部
、

鵬
翔
山
岳
会
、四
度
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
、

家
族
登
山
が
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
と
し
て

流
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
は
「
皆
さ
ん

大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た　

お
か
げ
様
で
幸
せ
な
人
生

で
し
た
」
と
ブ
ル
ー
ポ
ピ
ー
の
写
真
と

一
緒
に
感
謝
の
言
葉
ま
で
添
え
ら
れ
て

い
た
。

　

私
な
ど
に
は
末
期
ガ
ン
を
宣
告
さ
れ

た
人
の
心
の
内
を
察
し
よ
う
も
な
い
が
、

田
中
さ
ん
は
家
族
に
さ
え
痛
さ
苦
し
さ

を
訴
え
る
こ
と
も
な
く
逝
っ
た
と
い
う
。

医
師
と
し
て
の
矜
持
か
。
見
事
な
覚
悟

の
上
の
人
生
の
締
め
く
く
り
で
あ
っ
た
。

田
中
さ
ん
、安
ら
か
に
お
休
み
下
さ
い
。

1972年４月
ダウラギリⅣ峰グルジャヒマール南東稜
C2（5,200ｍ）にて

1973年秋
第２次RCCエベレスト南壁隊キャラバンの時に



山　岳　ぐ　ん　ま第111号 平成29年12月９日　（6）

自
然
保
護
委
員
会
　
小

池

寛

喜

平
成
29
年
度
自
然
観
察
会
報
告

赤
城
山
北
面
の
知
ら
れ
ざ
る
峰

�

「
船
ヶ
鼻
山
」

〜
ツ
ツ
ジ
咲
く
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
行
く
〜

　

今
年
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
総
勢
八

十
五
名
の
巨
大
パ
ー
テ
ィ
の
観
察
会
は

ト
ラ
ブ
ル
無
く
終
え
ら
れ
た
。

　

今
回
の
観
察
会
、
往
復
型
の
コ
ー
ス

設
定
な
ど
考
慮
し
た
下
見
を
行
い
委
員

会
内
で
検
討
し
た
結
果
、
募
集
定
員
四

十
名
を
超
え
て
も
行
程
管
理
に
支
障
無

い
と
判
断
、
当
日
は
長
大
行
列
を
無
線

機
で
把
握
し
な
が
ら
落
伍
者
を
出
す
こ

と
な
く
進
め
る
事
が
出
来
た
。
こ
れ
は

山
慣
れ
し
た
岳
連
係
員
体
制
な
ら
で
は

の
成
果
だ
ろ
う
。

　

コ
ー
ス
選
定
は
、
昨
春
に
赤
城
山
北

面
の
沢
登
り
を
し
た
際
、
尾
根
筋
に
は

ツ
ツ
ジ
が
豊
富
に
咲
い
て
い
て
大
変
感

動
し
た
こ
と
、
そ
の
夏
に
は
昭
和
村
か

ら
船
个
鼻
山
へ
の
登
山
道
が
整

備
さ
れ
た
新
聞
報
道
が
目
に
留

ま
っ
た
事
に
始
ま
っ
た
。
岳
連

行
事
で
あ
れ
ば
、
崩
落
個
所
の

多
い
こ
の
尾
根
筋
も
一
般
登
山

者
へ
の
解
放
の
可
能
性
が
あ
る

と
感
じ
今
回(

５
／
28)

の
実

施
に
結
び
つ
い
た
。
冬
の
雪
消

え
の
傾
向
や
昨
年
の
開
花
事
例

か
ら
日
程
を
絞
り
、
早
い
段
階

か
ら
連
盟
内
に
も
広
報
し
て
進

め
た
が
、
春
先
の
積
雪
も
あ
り

エ
ス
ケ
ー
プ
を
含
め
た
全
行
程

の
下
見
が
連
休
前
ま
で
遅
れ
て

気
が
急
い
た
。
次
期
コ
ー
ス
選

定
は
積
雪
前
に
済
ま
せ
た
い
と

こ
ろ
だ
。

　

と
こ
ろ
で
肝
心
な
ツ
ツ

ジ
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
は
ど

う
だ
っ
た
か
？　

歩
い
た

方
は
ご
存
知
の
通
り
、
こ

の
記
事
で
追
体
験
す
る
方

に
は
写
真
で
伝
わ
る
か
？

ツ
ツ
ジ
咲
き
誇
る
ト
ン
ネ

ル
⋮
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。

　

今
年
の
赤
城
山
、
標
高

の
高
い
エ
リ
ア
は
花
が
少

な
か
っ
た
。
花
は
直
前
の

降
雨
状
態
に
も
左
右
さ
れ
、

日
程
決
め
で
公
募
す
る
イ

ベ
ン
ト
の
宿
命
だ
が
、
開
花
時
期
に
合

わ
な
か
っ
た
訳
で
は
な
く
花
芽
自
体
が

少
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
れ
は
赤
城
山
に

限
ら
な
い
傾
向
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が

読
み
が
甘
か
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。

　

開
催
直
前
に
こ
の
事
実
に
気
が
付
い

た
我
々
に
出
来
た
事
は
、
当
日
の
登
山

行
動
で
五
輪
尾
根
か
ら
北
に
延
び
る

船
个
鼻
山
へ
の
郡
界
尾
根
が
ツ
ツ
ジ
達

の
楽
園
で
あ
る
事
と
今
後
の
機
会
に
歩

い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
注
意
点
を
交
え

て
の
解
説
だ
っ
た
。

　

今
回
の
観
察
会
は
、
係
員
十
四
名
＋

一
般
参
加
七
十
一
名
。
六
十
歳
以
上
が

80
％
で
平
均
年
齢
六
十
四
歳
、
集
合
距

離
は
80
％
近
く
が
40
㎞
圏
内
な
ど
、
参

加
者
構
成
を
分
析
し
今
後
の
観
察
会
を

検
討
す
る
際
の
材
料
に
し
た
い
と
こ
ろ

だ
。

　

実
施
前
の
岳
連
内
の
会
議
で
は
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
準
備
も
考
え
た
い
意
見
が
あ
り
、

前
橋
保
健
所
よ
り
借
用
し
て
会
場
に
備

え
る
事
が
出
来
た
。
ロ
ー
プ
や
無
線
機

の
利
用
な
ど
登
山
経
験
が
豊
富
な
だ
け

で
は
な
い
岳
連
係
員
の
ス
キ
ル
を
活
か

し
て
実
施
す
る
「
岳
人
な
ら
で
は
の
自

然
観
察
会
」
を
今
後
も
ぜ
ひ
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
運
営
に
関
わ

る
係
員
の
方
々
の
意
識
に
は
大
変
頭
が

下
が
り
ま
す
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

＊
山
岳
保
険
は
必
携
登
山
装
備
で
す

シロヤシオの足元には崩壊地形がのぞく

尾根路に咲くトウゴクミツバツツジ

野坂峠へ向けて

赤城山厚生団地内にて
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群
馬
岳
連
遭
難
対
策
委
員
長
　
町

田

幸

男

日
山
協

夏
山
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会
か
ら

　

今
年
の
夏
山
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会
は

九
月
八
日（
金
）～
十
日（
日
）、
富
山
国

立
登
山
研
修
所
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

受
講
者
四
四
名
、
ス
タ
ッ
フ
一
六
名

の
合
計
六
〇
名
と
今
年
も
盛
況
で
あ
っ

た
。

　

八
日（
金
）、
13:

00
よ
り
開
校
式
が

開
催
さ
れ
三
日
間
の
講
習
が
開
始
し

た
。
ク
ラ
ス
は
縦
走
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
レ
ス
キ
ュ
ー
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、

ワ
ー
ク
レ
ス
キ
ュ
ー
の
計
五
ク
ラ
ス
が

設
定
さ
れ
た
。
今
年
の
特
徴
は
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
で
新
た
に
基
礎
ク
ラ
ス
Ａ
が
設

定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
今
ま
で
は
基

本
篇
と
応
用
篇
の
二
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た

が
、
レ
ス
キ
ュ
ー
に
必
要
な
ロ
ー
プ
の

結
索
、
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
ノ
ッ
ト
、
シ
ン

グ
ル
ロ
ー
プ
で
の
ラ
ぺ
リ
ン
グ
な
ど
基

礎
知
識
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
の
声
に

対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
年
に
な
く

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
四
ク
ラ
ス
は
す
べ
て

定
員
と
な
っ
た
。
逆
に
ハ
イ
キ
ン
グ
の

ク
ラ
ス
に
空
き
が
見
ら
れ
た
。
群
馬
か

ら
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
Ｂ
の
講
師
に
町
田

マ（
Σ
）を
急
き
ょ
代
用
、
ワ
ー
ク
の
主

任
に
角
田（
前
橋
）、
総
括
と
し
て
町
田

の
三
名
が
参
加
し
た
。

　

縦
走
ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
運
動
生
理
学

を
は
じ
め
計
画
書
の
重
要
性
な
ど
の
遭

難
予
防
か
ら
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
や
ツ
エ

ル
ト
の
使
用
方
法
、
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ

ド
な
ど
危
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
学
習

し
た
。
こ
の
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
は
現
在

日
山
協
に
て
ハ
イ
キ
ン

グ
リ
ー
ダ
ー
を
要
請
す

べ
く
新
た
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
つ
い
て
検
討
中

で
来
年
四
月
か
ら
の
運

営
を
目
指
し
て
い
る
。

　

今
回
新
た
に
設
定
し

た
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
基
礎

ク
ラ
ス
で
は
、
三
名
の

ベ
テ
ラ
ン
講
師
が
受
け

持
っ
た
。
初
め
に
ロ
ッ

ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
中
に

発
生
す
る
事
故
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

が
あ
る
の
か
学
習
し
、
対
応
す
る
た
め

の
個
々
の
技
術
に
つ
い
て
学
習
し
た
。

特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、

60
㎏
の
ダ
ミ
ー
を
使
っ

て
リ
ー
ダ
ー
の
墜
落
を

体
験
さ
せ
た
点
で
あ
る
。

墜
落
を
体
験
し
た
こ
と

の
な
い
受
講
者
に
は
実

際
の
衝
撃
を
体
感
す
る

こ
と
で
実
践
的
な
講
習

と
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
Ｂ
、

Ｃ
で
は
従
来
通
り
人
口

岩
場
を
使
っ
て
の
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
を
学
習
し
た
。

ク
ラ
ス
Ｂ
で
は
主
に

リ
ー
ダ
ー
の
墜
落
を
想

定
し
た
一
連
の
基
本
的
動
作
を
組
み
立

て
て
学
習
し
た
。
ク
ラ
ス
Ｃ
は
Ｂ
に
加

え
て
引
き
上
げ
シ
ス
テ
ム
や
コ
ン
パ
ニ

オ
ン
レ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
る
二
名
分
の
吊

り
下
げ
救
助
に
つ
い
て
も
学
習
し
た
。

　

ワ
ー
ク
レ
ス
キ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
長

年
町
田
が
担
当
し
て
き
た
が
、
今
年
は

角
田
に
主
任
を
お
願
い
し
た
。
今
年
の

受
講
者
は
八
名
す
べ
て
が
消
防
士
で
あ

り
、
あ
る
面
や
り
易
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
と
は
言
え
、
ほ
と
ん
ど
が
登
攀

に
関
す
る
知
識
は
な
い
た
め
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
に
特
化
し
た
技
術
に
関
し
て
は
丁

寧
に
指
導
す
る
必
要
が
あ
り
時
間
を
要

し
た
。支
点
に
関
す
る
基
礎
知
識
か
ら
、

岩
場
に
お
け
る
現
場
侵
入
の
方
法
、
吊

り
上
げ
と
吊
り
下
げ
に
つ
い
て
、
特
殊

な
資
器
材
の
取
り
扱
い
方
法
な
ど
様
々

な
項
目
に
つ
い
て
指
導
が
な
さ
れ
た
。

最
終
日
に
は
、
こ
れ
ら
個
々
の
技
術
を

織
り
込
ん
だ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
こ
と
に
よ
り
レ
ス
キ
ュ
ー
全
体
の
流

れ
を
習
得
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

ワ
ー
ク
に
関
し
て
は
今
年
を
も
っ
て

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
除
外
と
な
る
た
め

今
回
の
講
習
が
最
後
と
な
っ
た
。
消
防

関
係
者
か
ら
は
継
続
の
強
い
要
望
も
あ

る
が
、
登
山
者
を
対
象
と
す
る
日
山
協

で
公
務
に
当
た
る
方
々
を
指
導
す
る
こ

と
が
は
た
し
て
必
要
な
の
か
疑
問
の
声

が
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
ワ
ー
ク
に
関

す
る
指
導
は
群
馬
の
救
助
技
術
を
ベ
ー

ス
に
行
っ
て
き
た
も
の
で
、
日
山
協
と

し
て
の
基
準
は
全
く
な
い
。
更
に
、
今

後
の
講
師
養
成
を
考
え
る
と
人
選
の
上

か
ら
も
厳
し
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

今
年
三
月
、
那
須
で
は
高
校
生
の
雪

崩
事
故
が
発
生
し
、
三
年
前
の
御
嶽
噴

火
な
ど
山
岳
に
関
す
る
事
故
が
増
加
し

て
い
る
中
、
搬
送
に
関
す
る
訓
練
の
重

要
性
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
、
消
防
関
係
者
か
ら
ワ
ー
ク
レ
ス

キ
ュ
ー
に
対
す
る
要
望
が
強
い
と
い
う

事
も
う
な
ず
け
る
。

　

近
年
、
岳
連
内
の
講
習
会
で
は
縦
走

で
の
事
故
を
設
定
し
た
フ
ァ
ー
ス
ト
エ

イ
ド
講
習
会
や
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー

も
視
野
に
入
れ
た
雪
崩
講
習
会
が
積
極

クラスB講師による墜落者救助デモ

ストレッチャーを使った岩壁での引き上げ
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前
橋
山
岳
会
　
毛

呂

憲

治

安
全
登
山
の
啓
蒙
活
動
＆
救
助
訓
練

　

平
成
二
十
九
年
七
月
二
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
谷
川
岳
山
開
き
に
参
加
し
、
毎

年
恒
例
に
な
り
ま
し
た
安
全
登
山
の
啓

蒙
活
動
と
し
て
、
ベ
ー
ス
プ
ラ
ザ
に
て

﹃
安
全
登
山
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹄
の
無
料

配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
日
の
一
日
に
は
救
助
隊
の
装
備
点

検
を
実
施
し
ま
し
た
。
朝
か
ら
土
砂
降

り
の
た
め
、
レ
ス
キ
ュ
ー
ワ
イ
ヤ
ー
の

整
備
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の

的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
定
着
し
つ
つ
あ

る
の
は
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。半
面
、

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
中
の
事
故
に
関
す
る
レ

ス
キ
ュ
ー
講
習
会
は
め
っ
き
り
影
を
潜

め
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
ア
ル
パ
イ
ン
志

向
の
会
員
が
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
事

で
あ
ろ
う
か
。
一
ノ
倉
の
岸
壁
や
、
冬

の
穂
高
、
剣
を
目
指
し
た
若
き
日
が
懐

か
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

　

技
術
の
継
承
と
い
っ
た
上
か
ら
も
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
レ
ス
キ
ュ
ー
に
つ
い
て
講

習
会
や
勉
強
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て

い
き
た
い
。
指
導
、
遭
対
委
員
会
で
の

今
後
の
課
題
と
考
え
る
。

他
の
装
備
確
認
と
点
検
、
装
備
小
屋
に

ス
チ
ー
ル
ラ
ッ
ク
の
設
置
等
を
行
い
ま

し
た
。ラ
ッ
ク
を
設
置
し
た
お
か
げ
で
、

荷
物
の
出
し
入
れ
が
と
て
も
ス
ム
ー
ズ

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
晩
は
、
明
日
の
山
開
き
の
お
か

げ
か
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
賑
や
か
で
し

た
。
こ
ち
ら
も
恒
例
の
懇
親
会
。
メ

ニ
ュ
ー
は
キ
ム
チ
豆
腐
に
次
ぐ
定
番
の

ス
ン
ド
ゥ
ブ
チ
ゲ
。
翌
日
の
お
尻
事
情

が
心
配
さ
れ
る
ほ
ど
激
辛
の
鍋
で
し
た
。

お
い
し
い
料
理
と
次
に
行
く
山
の
話
。

太
田
山
岳
会
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

山
開
き
は
、
あ
い
に
く
の
天
気
で
し

た
が
、
多
く
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
無
料
配
布
の
豚
汁
は

や
や
甘
口
で
、
冷
え
た
体

を
し
っ
か
り
と
温
め
て
く

れ
ま
し
た
。
お
代
わ
り
を

い
た
だ
き
た
い
気
持
ち
を

ぐ
っ
と
堪
え
、
ベ
ー
ス
プ

ラ
ザ
に
移
動
し
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
。
天
気
が
悪

い
た
め
か
、
ベ
ー
ス
プ
ラ

ザ
六
階
は
い
つ
も
よ
り
人

出
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
始
発

に
乗
ろ
う
と
、
登
山
者
が

列
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

配
布
で
き
た
の
は
昨
年
の

半
分
程
度
で
し
た
。

　

救
助
訓
練
は
マ
ム
シ

岩
に
て
、
隊
長
以
下
十

六
名
で
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
新
隊
員
の
参
加

も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

最
初
は
基
本
的
な
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
の
確
認
、
張

り
込
み
の
方
法
の
確
認
、

ル
ー
ト
工
作
の
手
順
の

確
認
を
行
い
、そ
の
後
、

ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

ワ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
レ
ス

キ
ュ
ー
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。

　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
登
山
に
向
か
っ
た

人
は
少
な
い
印
象
で
し
た
が
、
旧
道
を

散
策
に
訪
れ
た
数
は
例
年
以
上
に
感
じ

ま
し
た
。
き
っ
と
天
気
が
あ
ま
り
良
く

な
か
っ
た
せ
い
で
、
無
理
し
て
登
山
す

る
の
で
は
な
く
、
ゆ
っ
く
り
と
谷
川
岳

で
も
眺
め
よ
う
と
い
っ
た
、
登
山
客
が

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。
遭
難
し
な
い
た
め
に
一
番
効
果

的
な
の
は
「
山
に
登
ら
な
い
事
」
と
い

う
人
も
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
つ
ま
り

ま
せ
ん
。
今
回
の
皆
さ
ん
の
よ
う
に
、

余
裕
と
ゆ
と
り
の
あ
る
登
山
計
画
を
す

る
こ
と
で
、
安
全
登
山
に
努
め
て
い
き

た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

安全登山のパンフレットを配布する伊藤隊長

レスキューハーネスを使った
岩壁での吊り上げ訓練

ワイヤーでの張り込み救助
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昨
年
度
に
引
き
続
い
て
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
今
年
度
は
定
員
を
超
え
、
何
人

か
の
人
に
は
参
加
を
断
る
と
い
う
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
こ
数
年
、
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、

安
全
登
山
に
つ
い
て
の
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け

た
い
と
い
う
人
が
多
く
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る
と
、
初
心
者
だ
け
で

な
く
、
５
年
以
上
の
登
山
経
験
を
持
つ
人
も
数
多

く
参
加
し
て
い
る
。
特
別
な
知
識
や
技
術
が
な
く

て
も
だ
れ
で
も
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
が
故
に
、
遭
難
な
ど
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら

登
山
を
し
て
い
る
人
が
多
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
る
と
、「
今
後
の
登
山
に

役
立
つ
」「
期
待
通
り
だ
っ
た
」
と
い
う
感
想
が

多
く
あ
り
、
我
々
運
営
側
に
も
張
り
合
い
と
意
欲

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　

座
学
は
例
年
行
っ
て
い
る
地
形
図
、
シ
ル
バ
コ

ン
パ
ス
、
登
山
計
画
書
に
付
け
加
え
て
、
今
年
度

は
「
ス
マ
ホ
の
活
用
」
と
「
山
の
ト
ラ
ブ
ル
対
処

法
」
を
加
え
た
。
地
図
と
コ
ン
パ
ス
を
基
本
に
ス

マ
ホ
な
ど
便
利
な
道
具
も
活
用
す
る
こ
と
が
安
全

登
山
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
山
で
の
い
ろ
い
ろ
な

ト
ラ
ブ
ル
に
ど
の
よ
う
な
心
構
え
で
対
処
し
て
い

く
か
。
そ
し
て
そ
の
対
処
方
法
は
と
、
学
ぶ
べ
き

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

今
年
度
の
実
技
は
赤
城
山
で
行
っ
た
。
雨
に
降

ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ど
の
班
も
予
定
通
り
の
時

間
を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
講
習
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
毎
年
、
三
つ
の
班
に
分
け
て
行
っ
て

い
る
が
、
多
少
班
に
よ
っ
て
講
習
内
容
が
違
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
二
回
の
実
技
講
習
で
コ
ー

ス
と
講
師
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
内
容
の
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
地
形
図
の
見

方
と
コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
を
基
本
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
講
師
の
個
性
な
ど
も
活
か
し
た
講
習
を
し
て
も

ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

（
回
答　

36
人
）

①�

参
加
者
の
男
女
数
、
年
齢
構
成
、
こ
の
登
山
教
室

の
参
加
経
験
。

②�

登
山
を
始
め
て
何
年
ぐ
ら
い
で
す
か
。
ま
た
、
１

年
に
何
回
く
ら
い
登
山
に
出
か
け
ま
す
か
。

③
小
屋
泊
の	

④
テ
ン
ト
泊

　

経
験
は	

　

の
経
験
は

⑤
参
加
し
た
理
由
は　
　
　
　
　

⑥
参
加
費
の

　

何
で
す
か
？　
　
　
　
　
　
　
　

５
千
円
は

平
成
29
年
度

登
山
教
室
実
施
報
告

登
山
指
導
委
員
会
　
対
比
地
　
昇

参加者43人（男19、女24）　講師18人

回数 実施日 内　　容 参加 講師

1 9/7
（木）

開講式
座学①「読図　地形図について　山田」 42 12

2 9/14
（木）

座学②「シルバコンパスの使い方　岩井」
座学③「スマホの活用　星野」 41 14

3 9/16
（土）

登山実技「赤城山」
１班（黒檜、駒ヶ岳）、２班（薬師、陣笠）、３班（地蔵、長七郎） 37 9

4 9/30
（土）

登山実技「赤城山」
１班（薬師、陣笠）、２班（地蔵、長七郎）、３班（黒檜、駒ヶ岳） 30 9

5 10/5
（木）

座学④「山のトラブル対処法　対比地」
座学⑤「登山計画書　石橋」　閉講式 38 13

皆勤（修了証） 26
特別
講習

3/3
（土）

登山実技（スノーシュー）
「玉原湿原周辺」

申込
14

男 16

女 20

～30 1

31～40 4

41～50 12

51～60 6

61～70 11

71～ 2

初めて 33

あり 3

0～2年 18
3～4年 5
5～6年 5
7～10年 3
11～15年 1
16～20年 1
21年～ 2

0～5回 17
6～10回 5
11～15回 5
16～20回 2
21～30回 1
31回～ 4

あり 20

なし 15

あり 7

なし 28

高い（希望額円） 1

適額 30

安い 5

仲間に誘われて 4

仲間を見つけるため 3

登山の知識を増やしたかったから 33

登山の技術を習得したかったから 28

情報交換のため 7

もっと理解を深めたかったから 19

その他 0

日程・内容・人数

修了証授与式（生涯学習センター）

集合写真（赤城ビジターセンター）
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⑨�

全
体
を
通
し
て
、
今
回
の
登

山
教
室
に
参
加
し
て
み
て
い

か
が
で
し
た
か
？

⑧�

登
山
教
室
の
テ
ー
マ
と
し
て
興
味
の
あ
る

も
の
は
？
（
複
数
回
答
可
）

⑦
各
回
の
講
習
は
ど
う
で
し
た
か
？

座学③「スマホの活用」
理解できた 12
少し理解できた 16
あまり理解できなかった 4

今後の登山に役立つ 17
少し役立つ 11
あまり役立たない 1

座学⑤「登山計画書」
理解できた 20
少し理解できた 14
あまり理解できなかった 0

今後の登山に役立つ 25
少し役立つ 6
あまり役立たない 0

⑶実技「赤城山1回目」
理解できた 23
少し理解できた 8
あまり理解できなかった 1

今後の登山に役立つ 27
少し役立つ 4
あまり役立たない 0

⑵座学②「シルバコンパス」
理解できた 14
少し理解できた 14
あまり理解できなかった 6

今後の登山に役立つ 26
少し役立つ 8
あまり役立たない 0

⑸座学④「山のトラブル対処」
理解できた 23
少し理解できた 11
あまり理解できなかった 1

今後の登山に役立つ 25
少し役立つ 6
あまり役立たない 0

⑴座学①「地形図」
理解できた 20
少し理解できた 14
あまり理解できなかった 0

今後の登山に役立つ 29
少し役立つ 6
あまり役立たない 0

⑷実技「赤城山2回目」
理解できた 19
少し理解できた 7
あまり理解できなかった 0

今後の登山に役立つ 26
少し役立つ 0
あまり役立たない 0

① 楽しかった 34
少し楽しかった 2
あまり楽しくなかった 0

② 今後の登山に役立つ 33
少し役立つ 2
あまり役立たない 0

③ 期待通りだった 33
少し期待はずれだった 3
期待はずれだった 0

⑵実技
無雪期のテント泊山行 13
無雪期の小屋泊山行 11
縦走路でのロープワーク 13
岩登り 12
沢登り 8
雪山登山 10
その他 0

⑴座学
読図 23
山の天候と天気図 24
山での危険の回避 21
山での応急処置 20
服装・装備 17
歩行技術 18
行動計画 12
食糧計画 10
生活技術 4
その他 0

⑩講習について感想、意見など

○座学②「シルバコンパスの使い方」の理解が１番の目的でしたが、理解力不足で難しく、現地講座を期待していました。実技①で
はコンパスを出す機会もなく残念でしたが、地形図の読図や持ち物の紹介があり、収穫となりました。実技②ではスタート直後か
らコンパスと地形図を活用し、簡単なことを繰り返し練習できて、目的を達成できたように思います。

○実技において、歩行技術を丁寧に教えていただき、大変参考になりました。ありがとうございました。
○座学で習ったことを実技で実際やってみると、理解できたので、実技があって良かったと思います。黒檜山、駒ヶ岳コースは私の

技量では少し無理があったかもしれませんが、なんとか皆様について行くことができ、ほっとしました。先生方のおかげです。あり
がとうございました。

○全くの初心者での参加となりましたが、大変分かりやすく丁寧な指導をしていただき、ありがとうございました。今後、登山の勉強
を重ねていきたいと思います。

○気象、ファーストエイドの座学も日数を増やしていって欲しい。
○非常に丁寧に指導していただき、分かりやすかったです。勉強になったので、もっと回数が多くても良かったように感じました。
○とても親切に教えていただきました。ありがとうございました。パッキング、ツェルト講習、参考になりました。
○昨年より少し理解できて、少し登山も可能になりました。理解が遅いので…、耳が悪いのでマイクの音が大きいかな？（座学）言

葉が聞き取れないので。
○C班です。実技「赤城山①」では曇天とガスで視界が悪く、読図とコンパスを丁寧に教えていただきましたが、実際に景色を見るこ

とができなかったのが残念でした。②の時は天候に恵まれたのですが、コンパスワークがほとんどなかったので、もう少し慣れたかっ
たです。ザックの中身、詰め方、ほどけない靴紐の結び方、歩き方など、実技に大変参考になりました。そして、なにより２回とも
楽しかったです。

○登山仲間のリーダーにシルバコンパスの使い方を教わったことがありますが、直ぐに忘れてしまいました。今回、座学と実技でコン
パスと読図を教えていただき、とても有意義でした。特に、実技にて講師の方々に懇切丁寧に教えていただき、教室に参加して良かっ
たと思いました。（実践で読図が多少理解できました）。

○苦手な読図が少し理解できました。
○実技「赤城山２日目」、快晴だったのにコンパスワークがなかった。せっかく晴れたのに残念だった。
○講習（座学）より実技の方がより理解できた。
○回数を増やしてほしい。
○赤城山での実技はよく分かった。良かった。ガイドに役に立ちそうで良かった。
○モンベルの地図読みイベントには参加したことがありましたが、１日で座学と実技を行うプランでした。座学と実技が別日

だと、復習もしやすく身につきやすく良かったです。
○「山のトラブル対処法」はもう少し掘り下げていただけると参考になると思う。
○登山計画書をしっかり書いて、自分の行動確認をしていきたいと思います。
○コンパスの使い方は、本で読んでもよく分からなかったのですが、今回の講習で理解でき、良かったです。
○実技の日程を２日間あるのでしたら、できれば異なる曜日にしていただけたらと思いました。
○講習のおかげで、今後も登山を続けていこうと思いました。初心者で不安があったのですが、とても勉強になりました。今

後もこのような機会があれば、参加させていただきたいです。（３月は予定が合わず、残念です。）
○経験豊富な講師の方々のお話を直接聞くことができ、刺激になり、今後の登山活動の意欲が更に高まりました。
○ザックの使い方（ザックによって違うと思いますが）いろいろなヒモ、ベルトなどあってよく分かりません。ストックの使

い方。
○コンパスの使い方が難しかった。
○大変分かりやすくためになりました。
○本当にありがとうございました。安全登山のためにこれからも気を付けていきます。
○残念ながら、１番楽しみにしていた実技に参加できず、それだけが心残りです。

実技「ツェルトの使い方」（赤城山）
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プ
を
作
っ
て
実
技
研
修
を
実
施
す
る
。

　

傷
病
者
を
気
遣
い
、
三
角
巾
の
端
の

処
理
や
、
結
び
目
の
扱
い
な
ど
細
か
い

と
こ
ろ
に
も
気
を
配
り
、
全
グ
ル
ー
プ

が
傷
病
者
役
を
交
代
し
な
が
ら
実
技
を

実
施
し
て
い
く
。

　

同
様
に
「
下
腿
骨
折
の
手
当
て
」
を

実
施
。
添
木
を
支
持
物
と
し
て
利
用
し

た
骨
折
の
手
当
て
か
ら
、
副
子
を
毛
布

や
雑
誌
に
代
え
て
の
手
当
も
実
施
し
た
。

　

日
本
赤
十
字
社
へ
依
頼
し
た
勉
強
会

は
今
回
で
三
回
目
、
会
員
の
中
で
も
救

急
法
救
急
員
の
認
定
を
受
け
て
い
る
会

員
も
数
名
お
り
、
会
員
の
勉
強
意
識
は

高
い
が
全
体
と
す
る
と
身
に
付
い
て
い

る
も
の
は
ま
だ
少
な
い
。

　

救
急
法
は
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と

で
、
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
技
能

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
。

　

今
年
度
は

本
救
急
法
勉

強
会
の
他
、

群
馬
大
学
医

学
部
齋
藤
先

生
と
山
岳
救

助
隊
に
よ
る

危
急
時
の
対

応
や
、
遭
難

対
策
委
員
会

の
勉
強
会
を

計
画
。
個
人

会
員
委
員
会
で
は
今
後
も
継
続
し

フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
講
習
や
山
の
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
す
る
。

実
施
日　

平
成
二
十
九
年
九
月
五
日

会
　
場　

群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
者　

個
人
会
員
委
員
会　

三
〇
名

　

個
人
会
員
委
員
会
は
山
の
フ
ァ
ー
ス

ト
エ
イ
ド
講
習
と
し
て
、
今
回
、
日
本

赤
十
字
社
群
馬
支
部
の
協
力
に
よ
り

「
救
急
法　

～
骨
折
の
手
当
て
～
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
勉
強
会
を
行
っ
た
。

　

救
急
法
に
関
す
る
勉
強
会
は
今
年
二

回
目
。
前
回
は
七
月
に
沼
居
副
委
員
長

を
講
師
と
し
て
「
三
角
巾
の
使
い
方
」

を
実
施
し
て
い
る
。

　

勉
強
会
内
容
は
日
本
赤
十

字
社
群
馬
支
部
高
野
講
師
に

よ
る
、「
三
角
巾
の
折
り
方
・

た
た
み
方
」、「
上
腕
骨
折
の

手
当
て
」、「
下
腿
骨
折
の
手

当
て
」
を
行
っ
た
。

　
「
三
角
巾
の
使
い
方
」
は

例
年
計
画
し
、
今
年
七
月
に

も
実
施
し
て
い
る
が
、
三
角

巾
の
使
い
方
が
手
馴
れ
て
い

る
人
も
い
る
が
、
忘
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
人
も
い
る
。

　

手
際
が
悪
い
人
へ
は
、
講

師
や
ス

タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
、
手
順
の
再

確
認
を
行
う
。

　
「
上
腕
骨
折
の
手

当
て
」
で
は
参
加
者

の
中
か
ら
傷
病
者
役

を
選
び
、
日
本
赤
十

字
社
講
師
が
一
通
り

の
実
技
説
明
や
注
意

点
を
説
明
、そ
の
後
、

四
人
一
組
の
グ
ル
ー

個
人
会
員
委
員
会
委
員
長
　
根

岸

　

仁

大
間
々
山
岳
会
　
福

田

純

一

個
人
会
員
委
員
会
勉
強
会
　

　
救
急
法
　
～
骨
折
の
手
当
て
～

《
こ
ん
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
知
っ
て
ま
す
か
？
》

ス
キ
ー
ス
ト
ッ
ク
用
の
石
突
キ
ャ
ッ
プ

上腕骨折の手当て

下腿骨折の手当て

　

私
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
用
ポ
ー
ル
を

持
っ
て
い
な
い
の
で
、
ス
キ
ー
ス
ト
ッ

ク
の
「
古
」を
使
っ
て
い
ま
す
。ス
キ
ー

用
で
は
地
表
保
護
用
の
石
突
キ
ャ
ッ
プ

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ゴ
ム
ホ
ー
ス
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
様
に
差
し
込
む
長
さ
よ
り
数

ミ
リ
長
く
切
り
ま
す
。（
短
く
て
失
敗
す

る
よ
り
長
い
分
に
は
切
り
詰
め
れ
ば
す

み
ま
す
）
し
っ
か
り
差
し
込
み
、
石
の

上
で
体
重
を
か
け
て
突
い
て
み
て
、
石

突
か
ら
少
し
出
て
い
る
位
が
良
い
で
す
。

　

地
表
が
土
な
ら
ホ
ー
ス
部
が
支
え
、

岩
な
ら
石
突
先
端
硬
質
金
属
が
支
え
て

く
れ
ま
す
。

　

サ
イ
ズ
選
び
は
、
内
径
が
差
し
込
み

部
の
最
大
径
よ
り
一
㎜
位
小
さ
く
て
、

外
径
は
な
る
べ
く
大
き
い
品
が
よ
い
で

す
。
二
本
組
合
せ
太
く
す
る
の
も
良
案

で
す
ね
。
水
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
で
濡

ら
す
と
差
込
む
際
の
摩
擦
が
減
少
し
作

業
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

写
真
で
は
ブ
レ
ー
ド
入
り(

繊
維
入

り
で
強
化)

の
品
で
す
。
好
み
の
品
を

選
べ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
判
ら
な
け
れ

ば
何
種
類
か
買
っ
て
試
す
と
良
い
で

し
ょ
う
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
は
色
々

の
ホ
ー
ス
を
売
っ
て
い
ま
す
。
十
㎝
単

位
で
二
十
～
三
十
円
の
品
で
す
。

ホースを切る長さ ホースをさした石突き先端部 大小２本組合せ
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競
技
委
員
会
　
長
谷
川

喜
久
男

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ぐ
ん
ま
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
）

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
利
用
に
つ
い
て

　

八
月
五
日
に
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
Ａ

Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ぐ
ん
ま
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
）
に
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
が
完
成
し
、
一
般
利
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。
天
井
ま

で
の
高
さ
は
約
一

二
メ
ー
ト
ル
、
最

大
の
ル
ー
ト
長
は

約
一
四
メ
ー
ト
ル

の
壁
が
左
右
同
形

状
で
二
面
で
す
。

上
半
分
は
可
動
壁

で
、
さ
ら
に
二

メ
ー
ト
ル
の
延
長

壁
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
が
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
種
目
に

採
用
さ
れ
た
こ
と

で
、
マ
ス
コ
ミ
に

登
場
す
る
機
会
が

増
え
一
般
の
関
心

も
高
く
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
こ
れ
が
実

将
来
的
に
は
最
悪
の
場
合
、
停
滞
や
縮
減
な
ど
も

予
想
さ
れ
ま
す
。
他
の
競
技
に
比
較
し
て
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
は
競
技
人
口
が
圧
倒
的
に
少
な
い
か
ら
で

す
。
若
者
を
中
心
と
し
た
盛
り
上
が
り
を
持
続
で

き
る
か
、
年
少
者
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
の
広

範
囲
の
人
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
発
展
し
て
い

け
る
の
か
な
ど
、
課
題
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

現
在
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
盛
り
上
が
り
を

貴
重
な
機
会
と
し
て
生
か
し
て
い
く
た
め
に
も
、

際
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
行
う
人
が
増
え
、
競
技
者

の
裾
野
が
広
が
っ
て
い
く
に
は
山
岳
連
盟
な
ど
関

係
者
の
さ
ら
な
る
働
き
か
け
が
な
い
と
実
現
せ
ず
、

各
山
岳
会
な
ど
で
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ぐ
ん
ま
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
を
講
習
会
な

ど
で
積
極
的
に
使
用
し
て
も
ら
え
る
と
良
い
と
思

い
ま
す
。
現
状
で
は
一
般
の
人
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

と
い
う
と
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
が
主
で
、
ロ
ー
プ
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
は
普
及
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
山
岳

会
な
ど
の
登
山
で
は
ロ
ー
プ
使
用
は
一
般
的
な
も

の
で
し
ょ
う
か
ら
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
一
環
と
し

て
行
っ
て
も
ら
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

の
裾
野
の
広
が
り
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
観
点
と
し
て
は
、
こ
の
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
の
利
用
率
を
上
げ
る
点
が
あ
り
ま

す
。
せ
っ
か
く
作
っ
た
施
設
を
有
効
に
利
用
し
て

い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
と
山
岳
連
盟
と
し
て
も
寂

し
い
思
い
に
な
り
ま
す
。

　

施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
次
項
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。
と
は
言
っ
て
も
、
残
念
な
が
ら
現
状
で

は
他
の
競
技
と
の
兼
ね
合
い
が
あ
り
、
か
な
り
使

い
に
く
い
状
態
で
す
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル

を
使
用
す
る
と
、
同
じ
フ
ロ
ア
で
行
う
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
競
技
が
出
来
な
く

な
る
の
で
、
こ
の
点
の
調
整
は
要
望
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
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地
図
を
正(

整)

置
す
る
為
、
Ｐ
Ｃ(

分
度
器)

コ
ン
パ

ス
を
活
用
す
る
際
に
、
地
図
に
磁
北
線
を
引
い
て
お
く
こ

と
、
は
登
山
す
る
人
な
ら
ご
存
知
の
事
で
し
ょ
う
。
磁
北

線
を
引
く
た
め
に
は
、
西
偏
角
度
の
タ
ン
ジ
ェ
ン
ン
ト
値

が
分
か
ら
な
い
と
上
手
に
ひ
け
ま
せ
ん
。
コ
ン
パ
ス
の
分

度
器
と
直
定
規
を
使
う
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
地
図
の
縦

長
さ
程
度
を
一
気
に
引
く
に
は
長
さ
×
タ
ン
ジ
ェ
ン
ト
値

で
す
ね
。

　

例
え
ば
タ
ン
ジ
ェ
ン
ト
７
度
は0.01227

位
で
す
が
、

真
数
表
や
関
数
計
算
機
が
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
簡
易
的
に
角
度
×0.0175

を
用
い
ま
す
。
７
度
な

ら7

×0.0175

＝0.1225

と
な
り
ま
す
。気
に
な
る
誤
差
は
、

例
え
ば
南
北
距
離
１
万
ｍ
に
て(0.01227

－0.1225)

×

10000

＝2m

で
す
か
ら
登
山
の
案
内
と
し
て
実
用
上
な
ん

ら
支
障
な
い
の
で
す
。
２
万
５
千
分
の
１
地
形
図
上
の
２

ｍ
は0.08

㎜
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

注
意
す
べ
き
は
「
分
」
が
六
〇
進
数
で
あ
る
点
で
す
。

７
度
30
分
は7.3

で
は
な
く7.5

を
か
け
る
。30

÷60

＝0.5

だ
か
ら
。
８
度
10
分
＝8.1667

を
掛
け
る
の
で
す
。

　

こ
の
計
算
方
法
は
高
校
数
学
で
学
ぶ
弧
度
法(

ラ
ジ
ア

ン)

の
応
用
で
す
。
数
学
的
に
は
本
来
は0.00

何
度
と
い

う
よ
う
な
微
小
角
度
に
お
い
て
成
り
立
つ
と
さ
れ
る
話
題

な
の
で
す
が
、
先
に
書
い
た
よ
う
に
登
山
で
の
実
用
は
支

障
な
い
、
と
考
え
ま
す
。

【クライミングウォール利用の概要】
詳しくは「クライミングウォールの利用上の注意事項」を参照してください。
ＡＬＳＯＫぐんま総合スポーツセンター（ぐんまアリーナ受付）にあります。

１．「クライミングウォール利用団体登録申請書」を提出する。
　　個人使用はできません。専用利用となります。（ぐんまアリーナ受付に提出）

２．施設の利用予約（専用利用）は利用希望日の３ヶ月前から10日前までです。
　　下記の電話予約、施設内にある予約機による予約が可能です。

受付時間及び開館時間について 
○開館時間　午前９時～午後９時
○受付時間　午前８時45分～午後８時
　　　　　　ＡＬＳＯＫぐんま総合スポーツセンター
　　所在地　〒371－0047　前橋市関根町８００番地
　　電話番号　０２７－２３４－１２００
○予約状況などの確認は
　　　　http://sports2.pref.gunma.jp/　（施設予約状況案内）
　　　　http://www.gunma-sports.or.jp/　 （群馬県スポーツ協会ＨＰ）

　クライミングウォール利用料金  （一部）

区分 午前 午後 夜間 一日

アマチュアス
ポーツに使用
する場合

入場料を徴収
しない場合

フロア全面使用 12,500円 12,500円 12,500円 37,500円

2分の1使用 8,500円 8,500円 8,500円 25,500円

 入場料を徴収する場合 44,400円 44,400円 44,400円 133,200円

　◦利用料金の減免（部活動での利用や身体障害者手帳等をお持ちの方、65歳以上の方の利用など）もあります。

３．施設を利用する際は、利用者のうち３分の１以上が経験者であることが必要です。
　　経験者とは以下のいずれかに該当する方とします。
　　　　①他県の類似施設の利用認定を受けている方
　　　　②以下のような技術を全て備えている方
　　　　　◦グレード5.10程度のルートがリードで登れること。
　　　　　◦トップロープの支点が安全に構築できること。
　　　　　◦ビレイが適正にできること。

４ ．利用当日は利用前にぐんまアリーナ受付に「クライミングウォール利用申込書」を提出してください。申込書
中の「施設利用者数」及び「経験者数」は施設利用後に報告してください。
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ェ
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株式会社エーアールアイ
東京都練馬区上石神井 3-18-1
TEL 03-5991-4638　　　

弱電工事承ります。
電話工事、ネットワーク工事及びセットアップ（LAN及びWi-Fi 環境）、
TVアンテナ及びケーブル工事
パソコンで悩んでいませんか？
ソフトの使い方はわかりませんが、ハードの悩みは相談してください。
（難しい故障の場合は外注となります。）

ミヤマネットワーク
代表　佐 藤 光 由

群馬県前橋市高花台 1-6-5
電話 027-269-1143　携帯 090-8842-2158

伊勢崎市宮子町 3448-2
TEL 0270-21-8025　FAX 0270-21-8026

（有）山とスキーの店  石　井


